
コウモリ目ヒナコウモリ科 石川県カテゴリーコテングコウモリ 絶滅危惧Ⅱ類

なし国カテゴリー

北海道、本州、四国、九州、対馬、壱岐から知られるが、生息確認は20道県からに満たない。
国内分布

白山周辺で2例確認されている。　
県内分布

全国的にも分布している県が少なく、本県においても生息の確認場所が少ない。
選定理由

昼間の隠れ家は基本的には樹洞のようであるが、木の茂み、樹皮の間隙、落ち葉の下、洞穴内、家屋

内でも見つかっている。夜間に樹間、葉間を飛翔する昆虫類を捕食するが、葉上に静止する昆虫類も

捕食するらしい。1～2仔を初夏に出産する。

生　　態

分布などがよく分からないうちに、生息環境が開発されてしまっている。（A）
生存の危機

原生林内に生息する。
生息地の条件

県内の分布

Murina ussuriensis Ognev
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